京都南部地区

	７） 南ブロックＢ


①　小教区規約作成のための前文と本文を作成する。
· 役員、あるいは規約作成チームが司祭・教理担当者ともに前文、規約本分のたたき台を作成し、

小教区評議会において検討していく。
· 決して慌てて文章を作成する必要はなく、この1年間、十分時間を掛けて作成していく。
②　みことばを分かち合い、分かち合いを学ぶ。

· 分かち合いは司会者によって、分かち合いの方向性が左右されるため司会者の養成を行って行く必要がある。
· 分かち合いが、雑談や井戸端会議、無益な議論にならないように、分かち合いの方法、ルールを学んで行くことが必要である。
· すぐにできることとして、短時間でいいので、聖書のみことば、例えばミサの中での福音についての分かち合いを行うように努めていく。小教区規約や福音宣教などについての分ち合いは、各自の思いが先行するので現時点では分かち合いとしては不適であり、分ち合いと話し合いとを区別していくことが必要である。
· 各小教区、ブロックにおいて、分かち合いが持てるような時間と環境を計画的に作って行く。
· ③　自分自身と社会の現実を見つめた身近な所からの福音化(福音宣教)を目指す。
· まず自分自身と教会共同体に中にある非福音的なものに気付くことが、自分自身と教会共同体の福音化のために不可欠である。そこから個人、教会、社会の身近なところからの相互の福音化を目指していく。
共同体の身近な人々に目を向け、教会共同体で持続可能な福音化を目指し、福音化を学ぶ。
